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一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
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波
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一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情

斯　
　

波　
　

照　
　

雄

は
じ
め
に

都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
発
展
と
財
政

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
醸
造
業
の
展
開

植
民
地
物
産
輸
入
拠
点
と
し
て
の
台
頭

ハ
ン
ブ
ル
ク
都
市
経
済
の
転
換

お
わ
り
に

は
じ
め
に

三
十
年
戦
争
中
に
ハ
ン
ザ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
の
特
権
を
失
い
、一
六
二
五
年
に
は
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク

と
の
争
い
が
生
じ
る
な
ど
、ハ
ン
ブ
ル
クH

am
burg

の
周
辺
の
混
乱
は
し
ば
ら
く
継
続
し
、
旧
来
の
ハ
ン
ザ
は
事
実
上
崩
壊
し
た
。
一
六 

三
〇
年
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
クLübeck

、
ブ
レ
ー
メ
ンBrem

en

と
三
都
市
間
の
同
盟
を
締
結
し
、
危
急
時
の
軍
事
的
協
力
関



一
四
六

係
を
形
成
し
た
。
一
六
四
六
年
に
は
ブ
レ
ー
メ
ン
も
帝
国
都
市
と
な
り
そ
の
同
盟
は
二
〇
世
紀
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た（

（
（

。

三
十
年
戦
争
の
終
結
し
た
一
七
世
紀
中
葉
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
で
は
本
格
的
な
大
洋
貿
易
の
時
代
に
入
り
、
特
に
そ
の
貿
易
港
と

な
っ
た
都
市
で
は
急
激
な
近
代
都
市
化
が
進
展
す
る
。
そ
う
し
た
港
の
一
つ
で
あ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
も
一
七
世
紀
後
半
以
降
新
大
陸
と
の
貿

易
を
拡
大
し
、
発
展
し
て
い
く
。
他
方
、
一
六
六
九
年
に
ハ
ン
ザ
総
会
は
開
か
れ
た
も
の
の
集
っ
た
都
市
代
表
は
九
都
市
に
す
ぎ
ず
、
結

局
こ
れ
が
ハ
ン
ザ
最
後
の
総
会
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
都
市
が
連
帯
し
て
北
海N

ordsee

・
バ
ル
ト
海O

stsee

商
業
を
展
開
す
る
時
代
の

終
焉
を
意
味
し
て
い
た
と
い
え
よ
う（

（
（

。

オ
ラ
ン
ダ
が
ま
ず
台
頭
し
、
続
い
て
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
が
台
頭
し
世
界
貿
易
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、
個
々
の
ハ
ン
ザ
都
市

は
ど
の
よ
う
に
そ
れ
に
対
応
し
、
繁
栄
を
模
索
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
各
都
市
に
は
個
性
が
あ
り
、
そ
の
答
え
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
個

別
研
究
の
成
果
の
集
大
成
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
は
以
後
大
都
市
に
成
長
し
た
ハ

ン
ブ
ル
ク
に
関
し
て
も
必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
我
が
国
に
お
い
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
関
す
る
近
代
に
至
る
歴
史
的
な
動

向
研
究
と
し
て
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
商
業
に
関
す
る
論
考
、
ま
た
市
の
税
収
や
基
幹
産
業
で
も
あ
っ
た
ビ
ー

ル
醸
造
業
か
ら
経
済
構
造
を
検
討
す
る
若
干
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た（

（
（

。
近
年
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
ハ
ン
ブ
ル
ク

に
つ
い
て
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
よ
る
植
民
地
物
産
を
中
心
と
し
た
海
洋
貿
易
と
関
連
し

て
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
急
成
長
の
原
因
の
検
討
を
試
み
た
研
究
、
市
の
内
陸
貿
易
に
関
す
る
研
究
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
、

同
時
期
の
都
市
経
済
の
変
遷
に
関
す
る
検
討
は
な
お
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
当
時
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
貿
易

の
動
向
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
そ
れ
と
関
連
し
た
と
思
わ
れ
る
都
市
の
経
済
構
造
の
変
化
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
が
大
都
市
に
成
長
す
る
過
程
を

明
ら
か
に
し
、
発
展
の
要
因
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
た
い
。



一
四
七

一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
斯
波
）

都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
発
展
と
財
政

ハ
ン
ブ
ル
ク
は
一
五
一
〇
年
に
少
な
く
と
も
名
目
上
は
帝
国
都
市
と
な
り
、
事
実
上
独
立
し
た
都
市
と
し
て
一
六
世
紀
半
ば
に
は
人
口

も
約
二
万
人
に
成
長
し
た（

（
（

。
三
十
年
戦
争
時
に
は
周
辺
地
特
に
東
側
の
ポ
メ
ル
ンPom

m
ern

や
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
クM

ecklenburg

で

は
人
口
は
半
分
ほ
ど
に
減
少
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
人
口
は
維
持
さ
れ
、
一
六
八
〇
年
に
は
五
万
八
千
人
に
、
さ

ら
に
一
七
一
〇
年
に
は
七
万
六
千
人
に
、
一
七
五
〇
年
に
は
九
万
人
へ
と
増
加
し
、
一
八
世
紀
末
に
は
一
〇
万
人
に
到
達
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る（

（
（

。
こ
の
間
の
一
七
六
八
年
に
は
、
自
由
と
安
全
を
維
持
し
続
け
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
名
実
と
も
に
帝
国
都
市
と
し
て
自
立
を
果
た
し

て
も
い
る（

（
（

。

財
政
で
は
歳
入
内
容
の
変
化
と
し
て
、
ま
ず
、
直
接
税
と
間
接
税
の
比
率
の
変
化
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
五
世
紀
末
ま
で
直
接
税

は
間
接
税
の
三
倍
以
上
の
額
で
あ
っ
た
が
、
一
六
世
紀
に
ほ
ぼ
同
額
に
な
り
、
一
七
世
紀
前
半
に
は
逆
転
し
て
間
接
税
の
方
が
多
く
な
り
、

そ
の
差
は
以
後
増
す
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
も
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
う
ち
の
ビ
ー
ル
消
費
税
は
税
収
の
約
三
分
の
一
に
も
の
ぼ
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

一
五
世
紀
後
半
に
は
二
千
七
百
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
マ
ル
クLübeck M

ark

（
以
下
マ
ル
ク
と
略
す
）
余
で
あ
っ
た
関
税
収
入
は
、
一
六
世

紀
末
に
は
四
万
六
千
マ
ル
ク
と
約
一
七
倍
に
増
加
し
、
表
１
の
よ
う
に
一
七
世
紀
前
半
に
は
約
一
七
万
マ
ル
ク
に
ま
で
増
加
し
た
の
で
あ

る
。
財
政
全
体
の
規
模
か
ら
見
て
も
、
一
五
世
紀
後
半
に
は
一
四
世
紀
後
半
の
五
倍
余
の
二
万
三
千
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
市
の
歳
入
は
、

一
五
六
三
年
に
は
そ
れ
か
ら
六
・
五
倍
の
一
五
万
マ
ル
ク
に
、
そ
し
て
一
六
三
〇
年
に
は
さ
ら
に
一
〇
倍
以
上
の
成
長
を
遂
げ
、



一
四
八

一
四
八

一
七
〇
万
マ
ル
ク
に
も
達
し
た
の
で
あ
っ
た（

（
（

。
以
後
途
中
一
七
四
六
年
に
二
五
〇
万
マ
ル
ク
に
減
少
す
る

も
の
の
、
一
七
一
六
年
に
は
三
一
〇
万
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
市
の
総
収
入
は
、
一
七
七
五
年
に
は
三
二
九
万

マ
ル
ク
、
一
八
〇
〇
年
に
は
五
八
五
万
マ
ル
ク
へ
と
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
っ
た（

（
（

。

歳
出
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
借
入
金
の
増
大
に
対
応
し
て
、
レ
ン
テ
等
借
入
金
利
息
関
連
の
支
出
が

一
六
世
紀
を
通
じ
て
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
高
支
出
と
な
り
、
一
七
世
紀
前
半
に
は
財
政
規
模
の
拡
大

に
と
も
な
い
歳
出
に
占
め
る
割
合
は
低
下
し
た
も
の
の
借
入
金
利
息
の
総
額
は
増
大
し
続
け
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
一
六
世
紀
初
頭
ま
で
低
か
っ
た
封
建
権
力
者
へ
の
貸
付
金
が
額
に
お
い
て
も
歳
出
の
割

合
に
お
い
て
も
急
増
し
て
い
る
。
戦
時
で
あ
り
、
年
、
時
期
に
よ
っ
て
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
一
六
三
〇
〜 

一
六
五
〇
年
の
三
十
年
戦
争
末
期
に
は
支
出
全
体
の
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

軍
事
費
支
出
は
、
宗
教
改
革
期
以
後
の
シ
ュ
マ
ー
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟Schm

alkaldischer Bund

と
関

連
し
た
一
五
二
二
〜
一
五
六
二
年
の
支
出
が
年
平
均
約
一
万
八
千
マ
ル
ク
余
に
も
の
ぼ
っ
た
も
の
の
、一
六 

世
紀
後
半
に
は
五
〜
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
軍
事
費
支
出
は
三
十
年
戦
争
の
前
期
一
六 

二
〇
〜
一
六
三
〇
年
に
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
、一
六
三
〇
年
に
は
百
万
マ
ル
ク
余
、六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
る
に
至
り
、
市
債
の
発
行
残
高
は
そ
う
し
た
軍
事
費
の
増
大
に
よ
り
さ
ら
に
急
上
昇
し
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
、
三
十
年
戦
争
後
半
の
一
六
三
一
〜
一
六
五
〇
年
に
は
わ
ず
か
な
財
政

総
額
の
増
加
は
あ
っ
た
が
、
軍
事
費
は
支
出
全
体
の
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
低
下
し
た
。
他
方
で
、
事

務
管
理
出
張
費
な
ど
の
支
出
割
合
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
点
か
ら
は
市
の
健
全
な
運
営
が
感
じ
ら
れ
る
し
、

表１　ハンブルクの関税収入（単位リューベックマルクm）

1603-19年 1631-50年 1716年 1746年 1775年 1800年
関税収入  797 05 169246 212793 240177 198705 748867

　（注）複数年の金額は年平均額
　（出典）�F. Kopizsch, Zwischen Hauptrezess und Franzosenzeit 1712-1806. Hamburg.

Geschichte der Stadt und ihrer Bewohner.  Bd. 1. Hrsg. v.  W. Jochmann/H. -D. Loose.
Hamburg 1982. S. 374. K. Zeiger, Hamburgs Finanzen von 1560-1650. Hamburger 
wirtschafts- und sozialwissenschaftliche Schriften. Heft 34. Rostock 1936. S. 51-134.



一
四
九

一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
斯
波
）

一
四
九

公
共
施
設
の
建
設
や
河
川
等
の
維
持
管
理
費
な
ど
が
一
五
世
紀
以
降
一
六
世
紀
後
半
ま
で
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
高
い
割
合
を
維
持
し

て
お
り
、
以
後
一
七
世
紀
に
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
低
下
す
る
も
の
の
、
額
は
九
倍
に
も
増
加
す
る
な
ど
、
そ
こ
か
ら
は
市
が
管
理
す

る
地
域
の
拡
大
、
施
設
等
の
充
実
、
補
強
が
推
測
さ
れ
る
な
ど
市
の
経
済
力
の
増
強
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
戦
争
終
結
に
向

け
た
会
議
が
市
内
で
頻
繁
に
行
わ
れ
、
安
全
で
自
由
な
都
市
と
し
て
の
評
価
も
向
上
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

近
世
に
入
る
と
ハ
ン
ザ
に
代
わ
り
オ
ラ
ン
ダ
が
台
頭
し
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
が
急
激
に
力
を
つ
け
、
北
海
に
お
け
る
貿
易
の
主
導
権

は
移
っ
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
な
自
立
と
と
も
に
、
人
口
、
財
政
規
模
の
変
遷
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
一
六

世
紀
以
降
着
実
に
成
長
し
、
し
か
も
一
七
世
紀
末
以
降
に
そ
の
進
行
が
加
速
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
市

の
経
済
発
展
が
そ
の
ま
ま
市
民
生
活
に
反
映
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
と
い
う
の
も
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
穀
物
価
格
は
も
と
も
と
価
格
の
高

か
っ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ンM

ünchen

、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
トFrankfurt a.M

.

ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、一
六
一
〇
年
代
ま
で
に
比
べ
、

三
十
年
戦
争
勃
発
後
の
二
〇
年
代
に
は
二
倍
弱
に
ま
で
大
幅
に
上
昇
し（

（1
（

、
生
活
上
必
要
な
物
資
へ
の
消
費
税
課
税
が
進
め
ら
れ
一
七
世
紀

前
半
に
は
全
般
的
な
物
価
の
上
昇
が
生
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
醸
造
業
の
展
開

都
市
内
消
費
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
ビ
ー
ル
へ
の
課
税
率
は
一
六
世
紀
前
半
に
そ
れ
ま
で
の
四
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
税
収
は
確
実

に
増
加
し
、
市
の
歳
入
増
に
貢
献
し
て
は
い
る
も
の
の
、
ビ
ー
ル
の
消
費
量
は
減
少
し
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
、
生
産
技
術
の
改
善
や
、
お
そ

ら
く
は
品
質
の
改
良
な
ど
の
努
力
の
結
果
、
市
の
ビ
ー
ル
醸
造
量
は
一
七
世
紀
初
頭
に
は
一
五
万
樽
に
ま
で
回
復
し
た
。
一
七
世
紀
初 



一
五
〇

頭
に
約
三
万
八
千
マ
ル
ク
程
度
で
あ
っ
た
市
の
ビ
ー
ル
醸
造
業
か
ら
の
消
費
税
収
入
は
、
一
七
世
紀
前
半
に
は
約
一
五
万
マ
ル
ク
に
、

一
七
世
紀
中
頃
に
は
約
二
〇
万
マ
ル
ク
に
増
加
し
、
前
述
の
よ
う
に
市
の
税
収
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
ほ
ど
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
半
ば
過
ぎ
ま
で
減
少
し
続
け
た
市
内
の
ビ
ー
ル
消
費
量
も
一
七
世
紀
後
半
に
は
急
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
醸
造
業
は
一
七
世
紀
に
入
っ
て
復
活
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
内
の
ビ
ー
ル
消
費
量
は

一
六
八
五
年
に
は
一
六
世
紀
後
半
の
六
倍
弱
に
も
達
し
、
一
〇
倍
の
課
税
強
化
に
よ
っ
て
実
に
約
六
〇
倍
も
の
ビ
ー
ル
消
費
税
を
市
に
も

た
ら
し
た（

（1
（

。
市
は
一
六
六
四
／
五
年
に
は
醸
造
業
か
ら
前
年
よ
り
も
五
万
マ
ル
ク
多
い
消
費
税
収
入
を
得
て
い
る
。
そ
れ
は
一
六
七
五
年

か
ら
八
五
年
に
は
一
七
万
五
千
マ
ル
ク
か
ら
二
〇
万
マ
ル
ク
に
、
さ
ら
に
一
六
八
五
年
に
は
一
樽
に
つ
き
二
マ
ル
ク
の
課
税
が
行
わ
れ

二
七
万
マ
ル
ク
に
も
達
し
、
一
六
九
〇
年
代
に
は
二
六
の
醸
造
業
者
よ
り
二
〇
万
か
ら
三
〇
万
マ
ル
ク
が
納
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
は
市

の
人
口
が
増
加
し
、
ま
た
、
経
済
の
活
性
化
と
市
民
の
消
費
生
活
水
準
の
向
上
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
が
ハ
ン
ザ

の
領
袖
と
し
て
、
常
に
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
と
対
抗
し
、
結
果
と
し
て
ハ
ン
ザ
と
運
命
を
と
も
に
し
た
の
と
異
な
り
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
は

オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
移
住
を
受
け
入
れ
た
。
ハ
ン
ザ
が
オ
ラ
ン
ダ
と
敵
対
し
て
い
る
時
で
も
オ
ラ
ン
ダ
と
の
通
商
を
維
持
し
、
他

方
、
オ
ラ
ン
ダ
と
対
抗
関
係
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
と
も
接
近
し
て
一
五
六
七
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
商
館
を
確
保
し
、
関
税
特
権
を
獲
得
す
る

な
ど
政
情
不
安
定
の
中
で
も
一
貫
し
て
通
商
関
係
の
拡
大
を
は
か
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
立
地
条
件
に
加

え
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
が
各
地
の
商
品
の
中
継
基
地
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
は
特
産
品
に
成
長
し
た
優
良
な
ビ
ー
ル
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
そ
の
販
路
拡
大
が
は
か
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
品
質
の
向
上
・
維
持
と
安
定
的

な
生
産
量
に
よ
る
無
駄
の
な
い
供
給
は
、
良
質
か
つ
低
廉
な
ハ
ン
ブ
ル
ク
ビ
ー
ル
の
販
路
を
拡
大
し
、
そ
れ
と
連
動
し
て
他
の
商
品
流
通

も
活
発
化
し
、
一
六
八
五
年
に
は
二
七
万
マ
ル
ク
の
消
費
税
収
入
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。



一
五
一

一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
斯
波
）

し
か
し
、
一
六
七
〇
年
代
以
降
次
第
に
流
入
量
を
増
し
、
一
八
世
紀
初
め
に
は
砂
糖
と
な
ら
ぶ
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
輸
入
額
を
記
録
し
た
ワ

イ
ン
と
、
そ
れ
に
続
い
て
流
入
し
一
七
三
〇
年
代
以
降
急
激
に
輸
入
額
を
増
し
一
八
世
紀
半
ば
に
は
砂
糖
に
次
ぐ
輸
入
額
に
至
っ
た
コ
ー

ヒ
ー
、
そ
し
て
茶
な
ど
の
飲
み
物
の
普
及
に
よ
っ
て
市
民
は
多
様
な
飲
料
を
消
費
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
飲
料
を
圧
倒
的
に
ビ
ー

ル
に
依
存
し
て
き
た
市
民
生
活
か
ら
ビ
ー
ル
消
費
量
を
減
少
さ
せ
た（

（1
（

。
北
ド
イ
ツ
で
は
ビ
ー
ル
は
「
生
活
の
潤
い
と
糧
」
と
い
わ
れ（

（2
（

、
市

内
の
有
力
商
品
と
し
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
で
の
生
産
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
も
は
や
旧
来
か
ら
の
限
定
さ
れ
た
醸
造
業
者
に
よ
る
厳
格
な
規

定
の
も
と
で
の
生
産
が
ビ
ー
ル
の
品
質
向
上
の
弊
害
と
な
る
状
況
下
で
、
市
外
各
地
か
ら
の
ビ
ー
ル
が
大
量
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た

だ
け
で
な
く（

（2
（

、
こ
う
し
た
市
民
生
活
の
変
化
が
市
の
ビ
ー
ル
醸
造
業
の
急
激
な
衰
退
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
七
世
紀
に
は
市
に

一
七
の
都
市
、
地
域
か
ら
外
地
産
ビ
ー
ル
が
流
入
し
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
に
は
五
五
、
そ
の
う
ち
二
〇
が
ア
ル
ト
ナA

ltona

を
は
じ

め
と
す
る
近
隣
地
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
お
い
て
市
周
辺
の
ビ
ー
ル
醸
造
が
禁
止
さ
れ
て
も
、
す
で

に
旧
来
の
生
産
規
定
の
も
と
で
の
市
内
の
生
産
が
、
新
た
な
生
産
法
を
積
極
的
に
取
り
込
み
な
が
ら
生
産
さ
れ
た
周
辺
地
の
ビ
ー
ル
に
対

抗
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に（

（2
（

、
一
八
世
紀
に
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
周
辺
や
外
地
に
お
い
て
新
技
術
を
導
入
し
良
質
で
安
価
な
ビ
ー
ル
が
生
産
さ

れ
、
そ
れ
ら
が
市
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
結
局
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
旧
来
の
生
産
規
定
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
市
の
ビ
ー
ル
醸

造
業
は
停
滞
か
ら
衰
退
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（2
（

。
一
七
五
一
年
に
は
醸
造
規
定
が
改
定
さ
れ
、
つ
い
に
旧
来
の
ビ
ー
ル
醸
造

に
関
す
る
厳
し
い
規
制
は
解
除
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
一
八
一
〇
年
に
は
一
七
の
醸
造
所
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
近
代
的
施
設

へ
の
転
換
が
行
わ
れ
、
規
模
も
一
八
世
紀
の
ほ
ぼ
倍
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
他
の
飲
料
消
費
の
増
加
に
よ
り
ビ
ー
ル
の
消
費
は
減
少

し
、
そ
の
消
費
税
歳
入
は
五
万
マ
ル
ク
か
ら
五
万
三
千
マ
ル
ク
で
あ
り
、
一
世
紀
前
の
半
分
に
も
満
た
な
か
っ
た（

（2
（

。

し
か
も
、
一
八
世
紀
に
は
以
前
に
も
増
し
て
醸
造
業
は
大
商
人
の
も
と
で
展
開
さ
れ（

（2
（

、
そ
の
大
商
人
た
ち
は
む
し
ろ
ビ
ー
ル
よ
り
も
諸



一
五
二

外
国
産
の
ワ
イ
ン
や
植
民
地
物
産
の
砂
糖
や
コ
ー
ヒ
ー
、
茶
な
ど
に
利
益
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
洋
か
ら
エ
ル
ベElbe

河
を
約
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
遡
っ
た
河
口
の
港
ハ

ン
ブ
ル
ク
が
植
民
地
物
産
の
集
散
地
と
な
っ
た
の
は
、
外
洋
か
ら
は
る
か
に
内
陸
に
入
り
込
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
ワ

イ
ン
の
産
地
ボ
ル
ド
ーBordeaux

に
植
民
地
物
産
が
集
ま
り
、
ワ
イ
ン
流
通
網
が
植
民
地
物
産
の
流
通
網
と

し
て
機
能
し
た
よ
う
に（

（2
（

、
ビ
ー
ル
と
関
連
し
て
成
長
し
て
き
た
流
通
網
が
、
新
大
陸
か
ら
流
入
す
る
大
量
の
新

商
品
な
ど
多
様
な
商
品
の
流
入
に
対
応
し
た
も
の
へ
と
移
行
、
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
他
方
、
ビ
ー
ル
は
多
様
な
嗜
好
品
の
大
量
の
流
入
と
と
も
に
一
八
世
紀
初
頭
以
降
消
費
量
は
急
激

に
減
少
し（

（2
（

、
表
２
の
よ
う
に
消
費
税
収
入
は
一
七
一
一
〜
一
七
二
〇
年
に
は
、
外
地
産
ビ
ー
ル
に
か
け
ら
れ
た

市
内
産
ビ
ー
ル
の
二
倍
の
消
費
税
を
含
め
て
も
一
三
万
一
千
マ
ル
ク
に
ま
で
減
少
し
て
い
る（

（2
（

。
市
の
ビ
ー
ル
醸

造
業
は
ロ
ー
カ
ル
な
産
業
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

植
民
地
物
産
輸
入
拠
点
と
し
て
の
台
頭

す
で
に
、
一
七
世
紀
初
頭
の
三
十
年
戦
争
の
開
始
期
ま
で
に
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
西
イ
ン
ド
諸
島
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
砂
糖
の
精
製
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
輸
出
さ
れ
て
い
た（

（3
（

。
同
世
紀
の
前
半
に
は
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
の
植
民
地
物
産
貿
易
が
活
発
と
な
り
、
四
二
五
家
族
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
居
住
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
同
時
期
に
は
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
追
放
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
も
移
住
し

表２　近世ハンブルクのビール消費税収入（単位リューベックマルクm）

1603-19年 1631-50年 1675-85年 1685年 1711-20年 1810年
ビール消費税  379 00 196659 197000 270000 131000  5 0000

　（注）複数年の金額は年平均額
　（出典）�W. Bing, Hamburgs Brauerei vom 14.  bis zum 18.  Jahrhundert. Zeitschrift des 

Vereins für hamburgische Geschichite. Bd. 14. 1908.  S. 311f.



一
五
三

一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
斯
波
）

て
き
て
お
り
、
ま
た
、
一
六
一
七
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
百
名
程
度
居
住
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
主
に
砂
糖
、
香
料
な
ど
を
輸
入
す
る

イ
ベ
リ
ア
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う（

（3
（

。
こ
う
し
た
事
実
は
、
確
か
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
繁
栄
を
示
す
も
の
に
は
違
い
は
な
か
っ
た
が
、

外
国
商
人
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
商
人
と
同
等
の
交
易
権
を
与
え
、
外
国
人
同
士
の
自
由
な
交
易
や
会
社
の
共
同
経
営
の
自
由
を
認
め
た
結
果
、

利
を
得
た
の
は
外
国
商
人
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
、
積
極
的
に
外
国
商
人
を
受
け
入
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
と
対
照
的
に
外

国
商
人
の
活
動
を
制
限
し
た
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
を
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
政
策
は
失
敗
で
あ
り
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
政
策

は
経
済
発
展
に
有
効
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る（

（3
（

。
そ
れ
は
、
一
六
一
七
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
リ
ス
チ
ャ
ンChristian 

四
世
が
エ
ル
ベ

河
河
口
で
関
税
の
徴
収
を
開
始
し
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
自
由
貿
易
を
妨
害
す
る
な
ど
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
も
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
繁
栄
が
維
持

さ
れ
、
以
後
の
展
開
へ
と
繋
が
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

市
に
入
港
し
た
船
舶
数
で
は
一
六
三
三
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
が
九
九
四
隻
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
船
は
合
計
で
も
八
三
隻
に
す
ぎ

ず
、
オ
ラ
ン
ダ
船
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
船
よ
り
も
小
さ
な
船
舶
で
あ
っ
た
と
は
い
え
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
た（

（3
（

。
一
六
二
五
年
の
ハ

ン
ブ
ル
ク
船
に
よ
る
貿
易
も
三
分
の
一
が
オ
ラ
ン
ダ
と
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う（

（3
（

。
一
七
世
紀
前
半
の
三
十
年
戦
争
期
か
ら
ハ
ン
ブ
ル
ク

で
は
植
民
地
物
産
の
流
入
が
増
大
し（

（3
（

、
そ
の
植
民
地
物
産
の
中
継
地
の
一
つ
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
へ
の
主
要
輸
出
港
ボ
ル
ド
ー
に
は
一
六
四
〇

〜
一
六
四
六
年
に
は
一
五
九
隻
、
一
六
七
二
〜
一
六
七
八
年
に
は
九
〇
隻
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
船
が
入
港
し
た
と
い
う（

（4
（

。

表
３
の
よ
う
に
一
六
七
八
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
が
オ
ラ
ン
ダ
と
並
ぶ
植
民
地
物
産
取
扱
国
と
な
り
、
一
八
世
紀
初
頭
に
は
イ

ギ
リ
ス
が
植
民
地
物
産
の
約
半
分
を
扱
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
中
頃
に
か
け
て
、
市
へ
の
輸
出
額
は
イ

ギ
リ
ス
か
ら
は
八
倍
弱
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
一
五
倍
以
上
へ
と
急
増
し
た
。
ロ
シ
ア
も
約
六
倍
の
増
加
を
示
し
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
の
四
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
物
産
の
輸
入
が
増
大
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
半
分
以
下
で
あ
っ



一
五
四

た
。
他
方
で
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
輸
入
額
は
減
少
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

以
下
に
な
っ
た
。
一
七
三
〇
年
代
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
と

ハ
ン
ザ
都
市
間
の
交
易
は
拡
大
し
、
特
に
一
七
四
〇
年
頃
か
ら
ハ

ン
ブ
ル
ク
へ
の
植
民
地
物
産
輸
出
は
増
大
し
た（

（4
（

。
船
舶
数
か
ら
見

て
も
そ
の
頃
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
船
が
急
減
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
船
が
増
加
し
た
結
果
、
両
国
の
船
舶
総
数
は
オ
ラ
ン
ダ
船
数
に

近
づ
き
、
一
七
五
一
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
船
の
入
港
数

は
百
隻
以
上
も
多
く
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
輸
入
が
増
加
し

た
の
は
ボ
ル
ド
ー
経
由
の
植
民
地
物
産
、
例
え
ば
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
八
世
紀
中
頃
に
は
特
に
フ
ラ

ン
ス
か
ら
の
物
資
流
入
の
増
加
が
顕
著
で
あ
り（

（4
（

、
以
後
、
ハ
ン
ブ

ル
ク
港
へ
の
入
港
船
舶
数
が
約
二
千
隻
に
も
達
す
る
中
で（

（4
（

、
フ
ラ

ン
ス
革
命
期
に
向
け
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
貿
易
輸

入
額
は
全
体
の
五
割
を
超
え
て
い
く
。
逆
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ン

ブ
ル
ク
輸
出
は
一
七
八
九
年
に
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
、
入

港
船
数
の
割
合
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
た（

（4
（

。

ハ
ン
ブ
ル
ク
船
に
よ
る
植
民
地
物
産
の
ズ
ン
ト
海
峡
経
由
に
よ

表３　ハンブルクの植民地物産取扱主要国からの輸入額（単位1000バンコマルクMk）

年 1678年 1703年 1706年
イギリス 1362.2 23.6% 2730.9 50.6% 3253.3 53.3%
フランス 747.6 12.9% 273.7 5.1% 334.1 5.5%
オランダ 1206.3 20.9% ― ―
スペイン 1362.4 23.5% 479.3 8.9% 975.0 16.0%
ポルトガル 469.1 8.1% 984.6 18.2% 350.2 5.7%
地中海地域 157.3 2.7% 220.1 4.1% 246.8 4.0%
ロシア 477.5 6.3% 710.0 13.1% 945.0 15.5%

1713年 1751年 1760 〜 80年代
イギリス 2283.8 43.3% 12707.2 33.7% 14~18%
フランス 1109.6 21.0% 13812.2 36.6% 51~60%
オランダ ― 3314.9 8.8% 7~10%
スペイン 663.1 12.6% 1105.0 2.9%
ポルトガル 968.2 18.4% 1657.5 4.4% 14~17%
地中海地域 248.0 4.7% 1547.0 4.1%
ロシア ― 3591.2 9.5% 6~8%

　（注）1760年代〜 80年代のみ全体の割合。
　（出典）�M. North,Von der Atlantischen Handelsexpansion bis zur den Agrarreformen（1450-

1815）. Hrsg. v. M. North, Deutsche Wirtschaftsgeschichte. München 2005. S. 150.



一
五
五

一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
斯
波
）

る
再
輸
出
は
、
表
４
の
よ
う
に
一
八
世
紀
の
一
〇
年
代
ま
で
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
例
え
ば
北
方
戦
争
と

の
関
連
で
北
欧
地
域
の
交
易
の
安
全
が
確
保
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
一
七
〇
一
〜
一
七
一
四
年
に

は
取
引
の
記
録
は
少
な
い
。
北
欧
の
政
治
的
安
定
が
確
保
さ
れ
る
中
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
船
に
よ
る
海
峡
経

由
の
植
民
地
物
産
輸
出
は
一
七
二
〇
年
以
降
本
格
化
し
、
ま
た
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
の
各
国
船
に
よ
る

植
民
地
物
産
の
輸
出
も
一
八
世
紀
中
頃
に
は
増
加
し
、
い
ず
れ
も
同
世
紀
の
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代

に
か
け
て
急
増
し
た（

（4
（

。

一
八
世
紀
後
半
に
は
イ
ギ
リ
ス
が
航
海
条
例
を
発
布
し
て
植
民
地
貿
易
の
独
占
を
は
か
る
が
、
ハ
ン

ブ
ル
ク
は
そ
の
適
用
除
外
を
受
け
、
交
易
を
続
行
す
る
こ
と
が
で
き
た（

（4
（

。
植
民
地
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス

と
フ
ラ
ン
ス
の
対
立
は
強
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
西
イ
ン
ド
に
お
け
る
砂
糖
生
産
な
ど
を
積
極
的
に
進
め

て
い
た
も
の
の
、
結
局
一
七
六
三
年
の
パ
リ
条
約
で
イ
ギ
リ
ス
が
フ
ロ
リ
ダ
な
ど
を
得
て
北
米
海
域
の

覇
権
を
掌
握
し
た
。
一
八
世
紀
末
の
九
〇
年
代
初
頭
に
な
る
と
、
お
そ
ら
く
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響

に
よ
り
ボ
ル
ド
ー
か
ら
の
輸
入
が
急
減
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
よ
う
に
ロ
ン
ド
ンLondon

か
ら
の
物
資

が
急
増
し
た
。
そ
れ
以
降
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
経
由
で
も
た
ら
さ
れ
る
ジ
ャ
マ
イ
カ
産
の
砂
糖
が
急
増
し
て
い
る
。だ
が
そ
れ
は
、

九
〇
年
代
で
も
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
輸
入
さ
れ
る
砂
糖
の
総

額
は
、
一
七
九
五
年
に
は
ボ
ル
ド
ー
か
ら
の
総
額
が
減
少
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
ボ
ル
ド
ー
経
由
を

超
え
、
以
後
も
増
加
し
続
け
た（

（4
（

。
一
七
五
〇
年
頃
か
ら
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
植
民
地
物
産
の
集
散
地
と
し
て

表４　ハンブルク船による植民地物産のズント海峡経由年平均輸出量（単位1000ポンドPfd）

年 1701-10 1711-20 1721-30 1731-40 1741-50 1751-60 1761-70 1772-81
38 113 1618 1073 2322 3170 8792 8450

　（注）�突出した数値を示す1771年を除外して作成。また、ハンブルク船とは船長の居住地がハン
ブルクである船舶。

　（出典）�Tabeller over Skibsfart og Varetransport gennem Øresund 1661-1783.  Anden Del：
Tabeller over Varetransporten.  Udgivet ved N. E. Bang/K. Korst.  Førster Halvbind：
1661-1720.  København 1939.  Andet HalvbindⅠ：1721-1760.  København 1955.  Andet 
HalvbindⅡ：1761-1783.  København 1953. より作成。



一
五
六

台
頭
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
フ
ラ
ン
ス
が
、
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
一
八
〇
〇
年
頃
の
植
民
地
物
産
は
輸
入
全
体
の
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
た
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。
ま
た
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
バ

ル
ト
海
地
域
へ
の
海
路
に
よ
る
植
民
地
物
産
の
輸
出
は
、
一
時
減
少
し
た
も
の
の
、
表
４
の
よ
う
に
以
後
着
実
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

一
七
四
〇
年
代
に
は
約
二
三
二
万
ポ
ン
ド
余
に
達
し
、
六
〇
年
代
に
は
さ
ら
に
四
倍
に
急
増
し
、
総
量
約
八
八
〇
万
ポ
ン
ド
に
も
達
し
た

の
で
あ
っ
た（

（4
（

。
そ
の
後
、
一
七
九
六
年
に
は
独
立
後
間
も
な
い
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
二
三
九
隻
に
も
及
ぶ
船
舶
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
港
に
入

港
し
て
も
い
る（

（5
（

。

さ
ら
に
、
一
九
世
紀
初
頭
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
等
か
ら
の
商
品
が
直
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
フ

ラ
ン
ス
経
由
の
流
入
割
合
は
減
少
し
た
。
植
民
地
か
ら
の
物
資
と
、
地
中
海
地
域
、
中
欧
地
域
か
ら
の
工
業
製
品
の
集
散
地
と
も
な
り
、

両
商
品
の
中
継
地
、
交
易
地
と
し
て
の
意
義
を
増
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。

植
民
地
物
産
の
主
要
な
再
輸
出
港
に
成
長
し
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
あ
っ
た
が
、
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、
取
引
国
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
フ

ラ
ン
ス
、イ
ギ
リ
ス
へ
と
変
化
し
、そ
し
て
一
八
世
紀
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
特
に
ロ
ン
ド
ン
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
の
変
遷
が
あ
っ

た
。
輸
出
先
と
し
て
も
エ
ル
ベ
河
上
流
特
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒLeipzig

等
の
都
市
と
の
関
係
強
化
も
進
み
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
世

界
の
貿
易
体
制
の
一
端
を
担
う
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
中
心
と
す
る
物
流
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う（

（5
（

。

ハ
ン
ブ
ル
ク
都
市
経
済
の
転
換

以
上
の
よ
う
に
、ハ
ン
ブ
ル
ク
の
発
展
に
は
明
ら
か
に
近
世
に
お
け
る
経
済
基
盤
の
転
換
が
関
係
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



一
五
七

一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
斯
波
）

と
い
う
の
も
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
と
中
世
後
期
に
同
様
に
ビ
ー
ル
醸
造
業
が
成
長
し
、
輸
出
産
業
と
し
て
展
開
し
て
い
た
バ
ル
ト
海
に
面
し
た

都
市
ヴ
ィ
ス
マ
ー
ルW

ism
ar

で
は
一
七
世
紀
中
頃
を
頂
点
に
ビ
ー
ル
醸
造
業
が
斜
陽
化
し
て
く
る
と
都
市
経
済
全
体
が
停
滞
し
、
以
後

そ
の
傾
向
が
転
換
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（5
（

。
た
し
か
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
、
北
海
と
い
う
大
西
洋
に
直
接
つ
な
が
る
大
洋
に
面
し
、
植
民

地
貿
易
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
向
か
い
合
っ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
大
型
船
舶
の
入
港
で
き
る
港
湾
施
設
が
あ
り
、
北

海
の
最
東
端
に
位
置
し
、
エ
ル
ベ
河
奥
地
ま
で
広
い
後
背
地
を
有
し
た
こ
と
な
ど
有
利
な
条
件
は
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ス
ペ
イ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
か
ら
東
方
バ
ル
ト
海
方
面
へ
の
物
資
輸
送
の
中
継
地
と
し
て
格
好
の
位
置
に
あ
り
、
他
方
で
、
大
陸
側
の
港
が
イ
ギ
リ
ス
と
は

対
抗
関
係
に
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
中
央
集
権
国
家
の
港
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
、
あ
る

い
は
イ
ギ
リ
ス
船
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
陸
向
け
商
品
の
輸
送
拠
点
へ
と
成
長
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
国
家
の
干
渉
の
な
い
独

立
し
た
自
由
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
も
ハ
ン
ブ
ル
ク
が
植
民
地
物
産
の
集
散
地
と
し
て
有
利
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上

に
重
視
し
た
い
の
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
中
立
の
自
由
都
市
と
し
て
、
ハ
ン
ザ
都
市
で
あ
り
な
が
ら
ハ
ン
ザ
と
イ
ギ
リ
ス
が
戦
争
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
易
を
続
け
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ラ
ー
ズM

erchant A
dventurers

に
も
そ
の
活
動
を
認
め
、

ユ
ダ
ヤ
人
を
積
極
的
に
む
か
え
入
れ
、
そ
れ
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
商
業
を
展
開
し
て
き
た
点
で
あ
る
。
市
民
と
外
国
人
の
経
済

活
動
も
広
く
認
め
ら
れ（

（5
（

、
オ
ラ
ン
ダ
台
頭
の
過
程
で
、
植
民
地
物
産
の
集
散
地
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ムA

m
sterdam

と
と
も
に
発
展

し
た
の
も
、
例
え
ば
一
五
七
〇
年
代
に
は
千
人
、
一
五
八
五
年
以
降
に
は
二
千
人
に
も
の
ぼ
る
多
数
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
移
住
、
居
住
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
そ
う
し
た
外
国
人
を
含
め
た
自
由
な
居
住
、
自
由
な
経
済
活
動
が
維
持
さ
れ
た
そ
の
延
長

線
上
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と
し
た
植
民
地
貿
易
と
関
連
し
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
繁
栄
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。



一
五
八

ま
た
、エ
ル
ベ
河
を
利
用
し
た
河
川
お
よ
び
運
河
を
利
用
し
た
内
陸
輸
送
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
も
市
の
繁
栄
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
上
流
に
は
ド
レ
ス
デ
ンD

resden

、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
な
ど
の
内
陸
の
拠
点
都
市
が
あ
り
、
一
四
世
紀
末
に
完
成
し
た
エ
ル
ベ

河
沿
い
の
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
クLauenburg

か
ら
シ
ュ
テ
ク
ニ
ッ
ツStecknitz

運
河
を
利
用
し
て
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
至
る
商
品
輸
送
な

ど
河
川
、
運
河
経
由
で
バ
ル
ト
海
へ
の
船
舶
に
よ
る
物
資
輸
送
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
七
世
紀
の
エ
ル
ベ
河
奥
地
の

ピ
ル
ナPirna
の
商
人
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
出
入
り
の
多
様
な
取
り
扱
い
商
品
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
お
そ
ら
く
は
、
菊
池
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
治
安
、
政
策
、
需
要
、
輸
送
費
、
輸
送
方
法
、
季
節
な
ど
商
業
条
件
に
応
じ
て
弾
力
的
に
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う（

（5
（

。
エ
ル
ベ

河
を
か
な
り
上
流
に
遡
っ
た
地
点
に
あ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
も
た
ら
さ
れ
た
商
品
を
再
び
北
海
か
ら
ユ
ト
ラ
ン
トJütland

半
島
を
迂
回
し

て
バ
ル
ト
海
に
至
る
よ
り
も
内
陸
河
川
を
利
用
す
る
方
が
合
理
的
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
大
洋
を
航
行
す
る
大
型
船

舶
が
広
い
地
域
を
対
象
と
し
た
各
種
商
品
を
ま
と
め
て
輸
送
し
た
の
と
異
な
り
、
あ
る
河
川
沿
い
の
限
ら
れ
た
都
市
別
に
商
品
を
輸
送
す

る
に
は
河
川
用
船
舶
は
都
合
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
八
世
紀
中
頃
に
は
マ
ク
デ
ブ
ル
クM

agdeburg

経
由
の
砂
糖
の
内
陸

貿
易
の
拡
大
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
七
五
〇
年
代
後
半
に
は
八
〇
万
フ
ロ
ー
リ
ンFlorin

で
あ
っ
た
の
が
七
〇
年
代
後
半
に
は

一
四
〇
万
フ
ロ
ー
リ
ン
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
同
時
期
に
は
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
経
由
で
ダ
ン
ツ
ィ
ヒD

anzig

に
も
た
ら
さ
れ
た
植

民
地
物
産
の
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
の
金
額
が
増
大
し
て
い
る
が
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
ま
で
は
内
陸
貿
易
路
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ

う
し
た
内
陸
輸
送
は
一
九
世
紀
に
は
大
き
く
発
展
し
北
部
内
陸
地
方
は
運
河
網
で
結
ば
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

（5
（

。

前
述
の
よ
う
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
も
一
八
世
紀
に
は
旧
来
の
規
定
に
基
づ
い
て
生
産
さ
れ
た
ビ
ー
ル
は
、
周
辺
地
域
で
自
由
に
新
し
い
技

術
に
よ
っ
て
安
価
に
生
産
さ
れ
た
良
質
の
ビ
ー
ル
に
敗
北
し
、
急
速
に
衰
え
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
七
〇
〇
年
代
初
頭
以
来
近
隣

港
か
ら
の
ワ
イ
ン
が
急
激
に
流
入
し
て
き
た
。
一
七
〇
三
年
に
は
九
七
〇M

k

（
バ
ン
コ
マ
ル
ク
）
で
あ
っ
た
輸
入
額
は
二
年
後
に
は
百
倍



一
五
九

一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
斯
波
）

の
一
〇
万M

k

に
増
加
し
た（

（6
（

。以
後
近
隣
地
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
ワ
イ
ン
は
減
少
す
る
が
、

ワ
イ
ン
全
体
の
輸
入
額
は
、
年
に
よ
る
増
減
も
あ
る
が
増
加
を
し
て
い
く
（
表
５
参
照
）（

（6
（

。

一
七
〇
六
年
の
課
税
強
化
の
影
響
が
大
き
い
と
は
い
え
、
表
６
の
よ
う
に
ワ
イ
ン
消
費
税
が

一
八
世
紀
初
頭
以
降
急
激
に
増
加
す
る（

（6
（

。
市
内
消
費
の
増
大
と
な
ら
ん
で
旧
来
の
ビ
ー
ル
の

流
通
網
を
利
用
し
た
中
継
あ
る
い
は
再
輸
出
も
増
大
し
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ル

ド
ー
の
ワ
イ
ン
輸
出
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
物
産
輸
出
の
拠
点
と
な
る

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
ビ
ー
ル
の

販
売
と
関
連
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ワ
イ
ン
や
植
民
地
物
産
の
再
輸
出
上
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（6
（

。
ビ
ー
ル
を
輸
出
し
て
い
た
商
人
層
が

ワ
イ
ン
、
特
に
ボ
ル
ド
ー
か
ら
の
ワ
イ
ン
の
再
輸
出
に
転
じ
て
い
く
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
植
民
地
物
産
と
し
て
砂
糖
が
輸
入
額
の
上
位
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
、
一
七
三
〇
年
代
以
降
そ
の
地
位
は
不
動
の
も
の
と
な
る（

（6
（

。
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
い
て
は

精
糖
費
用
が
他
の
地
よ
り
も
安
価
で
あ
り
、
不
動
産
所
有
な
ど
特
別
な
条
件
等
を
必
要
と
し

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
と
い
わ
れ
て
い
る
。
砂
糖
貿
易
を
主
導
し
た
の
は
ユ
グ

ノ
ーH

uguenots

た
ち
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が（

（6
（

、
ボ
ル
ド
ー
か
ら
ワ
イ
ン
を
輸
入

し
て
い
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
商
人
が
ボ
ル
ド
ー
に
入
荷
す
る
植
民
地
物
産
の
輸
入
商
と
し
て

も
事
業
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
自
然
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
七
三
〇
年
代
以

表５　ハンブルクのワイン輸入額（単位バンコマルクMk）

1703年 1706年 1713年
　ワイン輸入額 441500 733656 934721
　（出典）�E. Baasch, Zur Statistik des Ein- und Ausfuhrhandels Hamburgs Anfang des 

18. Jahrhunderts. Hansische Geschichtsblätter. Bd. 54. 1929. S. 90-116.

表６　ハンブルクのワイン消費税収入（単位リューベックマルクm）

1700年 1705年 1706年 1710年 1715年 1720年
ワイン消費税 11493 10905 58951 23269 37128 69520
　（出典）�E. Baasch, Weinakzise und Weinhandel in Hamburg.  Zeitschrift des Vereins für 

hamburgische Geschichite. Bd. 13. S. 137.



一
六
〇

降
に
急
増
し
た
コ
ー
ヒ
ー
が
、
四
〇
年
代
以
降
砂
糖
に
次
ぐ
植
民
地
物
産
と
し
て
定
着
す
る（

（6
（

。

一
七
世
紀
末
以
降
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
流
入
し
て
き
た
近
隣
の
ビ
ー
ル
に
屈
し
た
市
の
ビ
ー
ル
醸
造
と
関
連
し
た
大
商
人
の
以
後
の
動
静
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
衰
退
し
て
い
く
産
業
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
し
た
商
業
、
他
方
新
た
に
成
長
し
て
く
る
貿
易
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
て
は
い
る
が
、
両
者
の
関
連
を
問
う
論
考
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ビ
ー
ル
の
輸

出
か
ら
次
に
は
ワ
イ
ン
、
さ
ら
に
は
植
民
地
物
産
と
中
心
と
な
る
取
扱
商
品
は
変
化
し
て
い
く
が
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
商
人
は
、
例
え
ば
ツ
ェ

ン
ツ
ナ
ーJ.Zentzner
は
大
規
模
な
手
形
取
引
と
と
も
に
植
民
地
物
産
取
引
を
行
っ
て
い
た
し
、
商
人
の
中
に
は
シ
ッ
ク
ラ
ーG.

Schickler

の
よ
う
に
銀
行
家
で
あ
る
と
同
時
に
精
糖
工
場
の
経
営
者
に
な
る
者
も
登
場
す
る
な
ど
、
そ
の
時
々
で
旺
盛
な
経
済
活
動
を

展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（6
（

。
ビ
ー
ル
流
通
網
は
、
ワ
イ
ン
の
中
継
や
再
輸
出
さ
ら
に
は
植
民
地
物
産
の
流
通
網
と
し
て
そ
う
し
た
商
人
に

よ
っ
て
改
善
さ
れ
つ
つ
利
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
植
民
地
物
産
の
集
散
地
と
し
て
以
後
の
急
速
な
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

当
時
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
海
上
輸
送
用
船
舶
は
、
ブ
レ
ー
メ
ン
の
船
に
比
べ
小
さ
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、
船
舶
数
は
一
八
世
紀
後
半

か
ら
一
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
二
倍
以
上
に
急
増
し
、
輸
送
力
は
大
幅
に
増
大
し
植
民
地
物
産
の
大
集
散
地
へ
と
成
長
し
た
。
そ
れ
は
以

後
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
港
の
施
設
の
充
実
に
つ
な
が
り
、
砂
糖
を
は
じ
め
植
民
地
物
資
の
急
増
、
そ
し
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
経
済
の
急
成
長
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う（

（6
（

。



一
六
一

一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
斯
波
）

お
わ
り
に

ビ
ー
ル
醸
造
業
の
発
展
を
一
因
と
し
て
発
展
し
て
き
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
あ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
初
頭
以
降
の
醸
造
業
の
急
激
な
衰
退
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
活
動
を
活
発
に
行
い
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
市
の
経
済
を
支
え
る
経
済
基
盤
が
変
化
し
た
事
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、
近
隣
を
中
心
に
外
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
ビ
ー
ル
が
市
産
ビ
ー
ル
を
衰
退
に

導
き
、
続
い
て
大
量
の
ワ
イ
ン
が
流
入
し
、
さ
ら
に
、
市
民
生
活
を
、
あ
る
い
は
広
く
は
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
生
活
を
大
き
く
変
化
さ
せ

る
よ
う
な
植
民
地
物
産
が
大
量
に
流
入
し
た
の
で
あ
る
。
植
民
地
貿
易
の
急
激
な
発
展
に
よ
っ
て
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
、
茶
な
ど
が
流
入
し
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
精
糖
業
が
急
速
に
展
開
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
植
民
地
物
産
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
大
集
散
港
と
し
て
の
新
た
な
商
工

業
の
展
開
は
、
市
に
急
激
な
人
口
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
以
後
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
大
発
展
の
契
機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

当
初
は
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
、
続
い
て
オ
ラ
ン
ダ
、
一
八
世
紀
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
に

も
た
ら
さ
れ
る
植
民
地
物
産
取
引
の
中
心
国
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
外
洋
か
ら
は
る
か
に
切
り
込
ん
だ
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
多
く
の
物
資
が

も
た
ら
さ
れ
た
一
因
は
、
大
洋
に
直
接
つ
な
が
る
北
海
に
面
し
、
エ
ル
ベ
河
上
流
に
広
い
後
背
地
を
有
す
る
な
ど
の
立
地
条
件
や
中
立
の

開
か
れ
た
自
由
都
市
で
安
全
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、外
国
人
の
自
由
な
経
済
活
動
の
容
認
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
加
え
、

ワ
イ
ン
に
お
け
る
ボ
ル
ド
ー
と
同
様
に
既
存
の
ビ
ー
ル
販
売
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
一
七
世
紀
に
再
生

し
、
同
世
紀
後
半
に
最
盛
期
を
む
か
え
た
ビ
ー
ル
醸
造
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
、
支
配
し
て
き
た
商
人
た
ち
が
以
後
の
商
工
業
の
展



一
六
二

開
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
彼
ら
が
そ
の
流
通
網
を
生
か
し
て
何
ら
か
の
形
で
市
の
ワ
イ
ン
貿
易
、
さ
ら
に

は
植
民
地
物
産
貿
易
を
導
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
1
）
明
石
欽
司
「「
ハ
ン
ザ
」
と
近
代
国
際
法
の
交
錯
（
一
）、（
二
）―
十
七
世
紀
以
降
の
欧
州
「
国
際
」
関
係
の
実
相
―
」『
法
学
研
究
』（
慶
応
義

塾
大
学
）、
第
七
九
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一
―
二
五
頁
、
第
五
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一
―
二
六
頁
参
照
。

（
2
）O

.B
randt,G

eschichte Schlesw
ig-H

olsteins.Ü
berarbeitet und erw

eitert v.W
.K

lüver.K
iel 1976.S.182-196.

A
.W

ohlw
ill,A

us drei Jahrhunderten der ham
burgischen G

eschichte

（1648-1888

）.Jahrbuch der ham
burgischen 

W
issenschaftlichen A

nstalten.X
IV

.H
am

burg 1897.S.1-145.

高
村
象
平
『
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ザ
の
研
究
』
日
本
評
論
新
社
、
一
九
五
九

年
、
二
〇
三
―
二
二
二
頁
。
高
橋
理
『
ハ
ン
ザ
「
同
盟
」
の
歴
史
―
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
と
商
業
』
創
元
社
、
二
〇
一
三
年
、
二
六
二
―
二

七
〇
頁
。

（
3
）
例
え
ば
、
谷
澤
毅
『
北
欧
商
業
史
の
研
究
―
世
界
経
済
の
形
成
と
ハ
ン
ザ
商
業
―
』
知
泉
書
館
、
二
〇
一
一
年
、
二
二
四
―
二
五
六
頁
。
斯
波

照
雄
『
ハ
ン
ザ
都
市
と
は
何
か
―
中
近
世
北
ド
イ
ツ
都
市
に
関
す
る
一
考
察
―
』
中
央
大
学
出
版
部
、二
〇
一
〇
年
、一
四
九
―
一
六
八
頁
。
同
「
中

近
世
ハ
ン
ザ
都
市
に
お
け
る
ビ
ー
ル
醸
造
業
に
つ
い
て
」『
商
学
論
纂
』
第
五
五
巻
第
一
・
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
一
三
七
―
一
五
四
頁
。
同
「
中

世
末
期
の
ハ
ン
ザ
都
市
の
税
収
に
つ
い
て
」
佐
久
間
英
俊
、
木
立
真
直
編
『
流
通
・
都
市
の
論
理
と
動
態
』
中
央
大
学
出
版
部
（
中
央
大
学
企
業

研
究
所
研
究
叢
書
三
六
）、
二
〇
一
五
年
。
こ
の
ほ
か
中
世
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
勃
発
し
た
市
民
抗
争
に
つ
い
て
は
同
『
中
世
ハ
ン
ザ
都
市
の
研
究
―
ド 

イ
ツ
中
世
都
市
の
社
会
経
済
構
造
と
商
業
―
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
七
年
、
八
九
―
一
二
三
頁
。
ま
た
法
制
史
の
側
面
か
ら
の
研
究
と
し
て
、
稲

元
格
「
中
世
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
市
民
協
定
」『
近
畿
法
学
』
第
六
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
八
五
―
二
三
八
頁
が
あ
る
。

（
4
）
玉
木
俊
明
『
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
業
と
経
済　

一
五
五
〇
―
一
八
一
五
』
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
八
年
。
同
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
誕
生　

オ

ラ
ン
ダ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
四
四
八
、
二
〇
〇
九
年
、
一
二
六
頁
以
下
。
同
『
先
生
も
知
ら
な
い
世
界
史
』
日
本
経
済
新
聞

出
版
社
（
日
経
プ
レ
ミ
ア
ム
シ
リ
ー
ズ
）、二
〇
一
六
年
、九
八
―
一
〇
五
頁
。
菊
池
雄
太
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
業
に
お
け
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
役
割
（
一

七
〜
一
八
世
紀
）」『
比
較
都
市
史
研
究
』
第
二
七
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
―
二
五
頁
。
同
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
陸
上
貿
易
一
六
三
〇
〜
一

八
〇
六
年
―
内
陸
と
バ
ル
ト
海
へ
の
商
品
流
通
―
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
七
八
巻
第
二
号
、
二
〇
一
二
年
、
二
七
―
五
一
頁
。
同
「
近
世
ハ
ン



一
六
三

一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
に
お
け
る
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
経
済
事
情
（
斯
波
）

ブ
ル
ク
の
バ
ル
ト
海
海
上
貿
易
―
中
継
貿
易
都
市
の
流
通
構
造
に
関
す
る
一
考
察
―
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
七
九
巻
第
二
号
、
一
〇
九
―
一
二

六
頁
。
同
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
西
・
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
来
商
人
の
イ
ベ
リ
ア
貿
易
と
バ
ル
ト
海
地
方
（
十
七
世
紀
前
半
）
―
商
品
取
引
・
制
度
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
」『
香
川
大
学
経
済
論
叢
』
第
八
七
巻
第
三
・
四
号
、
二
〇
一
五
年
、
二
八
九
―
三
一
九
頁
。

（
5
）H

.Reincke,Forschungen und Skizzen zur ham
burgische Geschichte.V

eröffentlichungen aus dem
 Staatsarchiv der 

H
ansestadt H

am
burg.H

am
burg 1951. S.171.

（
6
）
斯
波
『
ハ
ン
ザ
都
市
と
は
何
か
』
一
五
〇
頁
。W

.Bohehart,

…nicht brothlos und nothleidend zu hinterlassen.U
ntersuchungen 

zur Entw
icklung des V

ersicherungsdankens in H
am

burg.H
am

burg 1985.S.14.

人
口
の
推
移
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
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